
 
 

 

事業報告  

第 49 期（令和 6 年 4 月から令和 7 年 3 月 31 日まで） 
  

当財団は平成２５年３月２５日付で東京都知事の認定を受け、平成２５年４月１日より公益財団法

人に移行し、以後事業活動は順調に推移しております。 

今期の収入は前年度実績ならびに予算額を上回る結果となりました。一方株価等の下降により金融 

資産は評価損となり、正味財産期末残高は１,７９８百万円と期首に比べて１７６百万円の減額となり 

ました。 

ここに令和６年度の事業活動をご報告いたします。 

 

 Ⅰ．公益目的事業  総額 ３８,０３５,６６０円 
  より良い社会の建設に資することを目的に、前途有望な学生・生徒に対する奨学金の給与並

びに社会福祉及び芸術文化の分野における助成を行いました。 

 

１． 育英事業への助成  合計 １９,４１０,０００円 

（１） 奨学金 

 学術優秀で修学困難な学生、生徒に対する奨学金の給与を行いました。 

以下のとおり大学、短大（専門学校含む）、高等学校（高専含む）の奨学生に対して、

２回／年の奨学金支給時期に面談の上使途等の指導を行いました。 

                      ４７名    １４,０１０,０００円 

 

  対象  ①大学生            年額 ５４万円／人 

      ②短大生（専門学校含む）    年額 ３６万円／人 

      ③高等学校生（高専含む）    年額 ２７万円／人又は１３．５万円／人 

      ④東京日本語教育センター在校生 年額 ２０万円／人 

 

（２） 理工系大学院生特別奨学金 

 理工系大学院生に対する奨学金の給与を行いました。 

１１月と３月に報告会を実施し使途等の指導も行いました。 

                         ３名   ５,４００,０００円 

  

対象  本財団が指定する東京都内の大学院の理科学系の博士前期課程（修士課程） 

      又は後期課程（博士課程）の学生等。 

上智大学    １名 

     東京理科大学  １名 

     電気通信大学  １名 

 

 

 



 
 

 

  ２．社会福祉事業への助成  合計 ９,８１９,６９７円 

（１）社会福祉事業助成金（心身障害者・老人及び児童福祉事業等を支援） 

主に東京都福祉保健局、東京都社会福祉協議会・東京ボランティア市民活動センター、 

東京都手をつなぐ育成会、品川区社会福祉協議会等より推薦され、申請された２６の団体・

施設及び品川区社会福祉協議会（介護用紙おむつ支給事業）等へ助成を行いました。 

                     ６,７０１,０７０円 

    対象  障害者（就労支援・生活介護等）、老人（地域とのつながり支援等）、 

児童（自立支援・家族滞在施設等）、一般社会（シェルター事業等）等。 

（２） 福祉手当                    ２名      ２８０,０００

円 

  
  ３．伝統芸能事業への助成  合計 ４,４３０,０００円  

    芸術文化に対する助成として、特に能・狂言・邦楽（主として古曲）等の伝統芸能の振興を目的

とした事業へ助成・寄付等を行いました。 

                                   

  ４．その他経費（給料手当他）合計 ４,３７５,９６３円 

  

 Ⅱ．その他事業  総額 ５,９８３,７３９円 
  学生論文「昭和池田賞」 

第４３回は２５編の応募があり、審査の結果、優秀賞２編、特別努力賞２編が選ばれまし

た。入選者の贈賞式は令和６年９月１８日に東京で行いました。 

なお、入選者以外の適格応募者には努力賞として記念品を贈呈しました。 

                                

優 秀 賞 （賞金２０万円と当財団規定の奨学金） ２名 

上嶋
うえしま

 美紀
み き

  京都大学 教育学部教育学科３年 

 三浦
みうら

 景
けい

星
せい

  立命館大学大学院 言語教育情報研究科 修士課程１年 

 

特別努力賞 （賞金５万円） ２名 

皆川
みながわ

 果
か

南
なん

   創価大学 法学部法律学科４年 

王
おう

 霄 漢
しょうかん

    東北大学大学院 国際文化研究科 博士後期課程３年 

 

                                 以上 


